
新型インフルエンザ関係広報
― 平成30年度からの内閣官房の取組

・ スペインインフルエンザから100年の平成30年（2018年）、2009
年新型インフルエンザ（A/H1N1）から10年の平成31年 / 令和元年
（2019年）という機会を捉え、広報を強化。
・ また、マスメディアとの連携の強化や、医療従事者・指定公共機
関等に対象を絞った広報活動の展開に努めた。
１．政府HPにおける広報
〇特設ページの開設 〇政府広報オンラインの広報資料の改訂
２．マスメディアとの連携強化
〇定期ブリーフィングの開催 〇2009年新型インフルエンザ（A/H1N1）
に関するブリーフィングの開催
３．対象を絞った広報活動
〇医療従事者向け 〇指定公共機関向け 〇事業者向け
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〇 特設ページの開設
• スペインインフルエンザから100年、また2009年新型インフルエンザ（A/H1N1）
から10年という機会を捉え、特設HPを新規に開設。

＜４つのコンテンツを用意＞

コンテンツ その１

過去のパンデミックレビュー
世界を震撼させた 100年前10年前のあの日あの時
から 私たちが学べることは

コンテンツ その２

新型インフルエンザクイズに挑戦！
コンテンツ その３

新型インフルエンザの
発生に備えて
一人ひとりができる対策を知っておこう

コンテンツ その４

新型インフルエンザ等の情報ひろば

１．政府HPにおける広報

〇 政府広報オンラインの広報資料を改訂し、「新型インフルエンザの発生に備
えて～一人ひとりができる対策を知っておこう」を掲載（平成30年11月8日）。
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〇 定期ブリーフィングの開催
• 発生時に備え、マスメディアと関係を構築しておくため、また記者に正確な知識
を有してもらうため、四半期に一度の記者ブリーフィングを開始。（平成30年11
月及び平成31年２月）

〇 「2009年新型インフルエンザ（A/H1N1）に関するブリーフィング」の開催
• 上記に加え、 2009年新型インフルエンザ（A/H1N1）から10年の機会にメディア
で特集等が組まれることを目指し、平成31年４月に記者ブリーフィングを開催。

＜取り上げられた番組・紙面等＞
▽４月２８日（金）２３：３５～２３：４５
「時論公論」（NHK総合テレビ）

▽５月７日（火）１０：０５～１０：１５
「くらし☆解説」（NHK総合テレビ）

２．マスメディアとの連携強化
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〇 医療従事者を対象とした広報
・ 平成30年10月28日の「医療従事者向けの新型インフルエンザの診療と
対策に関する研修」において、「パンデミックの歴史から学ぶ新型インフ
ルエンザ対策」として、複数の専門家による講演を行った。

〇 指定公共機関を対象としたシンポジウムの開催
・ 平成31年3月22日、シンポジウムにおいて米国CDCインフルエンザ課
主席医務官のDr. Uyeki による講演「新型インフルエンザの脅威と2009年
パンデミックの教訓」を行った。

〇 事業者向けのチラシの作成・周知
・ 発生時に備え、事業者が取り組む
べき事項等をまとめたチラシを作成し
配布、またHPに掲載。

３．対象を絞った広報活動
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